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「西洋古典資料保存拠点および
ネットワーク形成事業」とは

文部科学省共通政策課題 文化的・学術的な資
料等の保存等 H28-30年度採択 概算要求事業

• 明治以降わが国の発展に寄与した学術文化遺産である

西洋古典資料の現状

深刻な劣化

専門人材の枯渇

保存技術継承の危機

 中核的専門人材育成
 保存状況調査
 ネットワーク形成
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北海道大学
ティーメ文庫

ボリス・スヴァーリ
ンコレクション等

東北大学
ゼッケル文庫
ヴント文庫等

東京大学
ルター・コレクションア

ダム・スミス文庫
エンゲル文庫
ブリンク文庫等

中央大学
ヒュームコレクション
ベンサムコレクション

等

慶應義塾大学
アダム・スミス文庫
インキュナブラ
コレクション等

小樽商科大学
シェル文庫

大西・手塚記念文庫等

名古屋大学
ホッブスコレクション

18世紀フランス
自由思想家コレクション

水田文庫等

京都大学
ビュッヒャー文庫
マイヤー文庫
上野文庫
財部文庫等

大阪大学
アダム・スミスコレク

ション
カントコレクション等

九州大学
基礎医学古書集成

トマス文庫
17-18世紀国際法
史・国制史コレク

ション等

全国の大学で所蔵する主な西洋古典資料

主に地域での核となる大学に声をかけ
研修参加を依頼
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実務研修制度

派遣元：各図書館

受入先：
一橋大学社会科学古典資料

センター

保存修復工房にて
実務研修（1〜3か月）

*研修期間方法は応相談

①専門知識の習得
②保存修復実務の実習
③各館の状況に応じたアドバイス
④都内近辺の図書館等を訪問調査

成果の還元

①環境調査、劣化調査の実
施および環境改善
②保存知識による蔵書管理
のマネジメント
③自館または地域での研修
会による専門知識の伝搬と
継承
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実務研修実績

• H28年度

– 4名（国立大学２、私立大学１、国立図書館１）

• H29年度

– 4名（国立大学３、国立図書館１）

• H30年度（予定）

– ２名（国立大学２）
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実務研修のコンセプト
• 修復技術を学ぶというよりは、

• 資料保存についてトータルにマネジメントできる
人材を育てる。

• 習得した技術はその研修生一代で終わる可能
性もあるが、

• マネジメント能力は各館の状況に合わせてカス
タマイズし継承していくことができる。
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実務研修生のコメント

東京地区 国立図書館
（H28年6月，H29年5月）

西洋古典資料の実物に触れながらマンツーマン体制で丁寧にご指導
いただけたこと、特に専門的な知識・技術が必要とされる革装本の
保存処置について集中的に学べたことは、私にとって非常に得難い
経験となりました。この度の実習で得た知見を、今後の資料保存活
動に大いに活用させていただきたいと思います。

北海道地区 国立大学図書館
（H28年10月）

時間をかけて学ぶ中で，実践的な知識だけでなくコレクション全
体として資料保存を考えるという視点を身につけることができま
した。マンツーマンの手厚い研修体制で瑣末なことも気軽に質問
できる点が他の研修にない特長だと思います。本学の状況につい
て専門家ならではのアドバイスをいただくこともでき，感謝して
おります。
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実務研修生のコメント

東京地区 私立大学図書館
（H28年11-12月）

こちらの要望に沿ったカリキュラム設定で、社会科学古
典資料センターで長年培われてきた資料保存に対する取
り組みを体系的に学ぶことができました。マンツーマン
による指導で、率直な質問や意見交換もしやすく、今後
本学における資料保存対策を考える上で、向かうべき道
を教えていただいた研修となりました。

関西地区 国立大学図書館
（H29年1-3月）

劣化調査から保存修復の実技まで、細部に亘って細やか
にご指導いただき、大変勉強になりました。研修を終え
まして、当館でも、西洋古典籍に対する劣化調査を始め
ております。お世話になりました一橋大学社会科学古典
資料センター、並びに附属図書館の皆様には心より御礼
申し上げます。本当に、ありがとうございました。
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実務研修生のコメント

九州地区 国立大学図書館
（H29年6-7月）

実務研修では製本構造から資料の劣化状態を把握するという目
を養うことができました。その資料が作られた背景など、資料
の背負ってきた歴史を原材料や製法から読み解くことができる
ということも興味深かったです。
１点１点の資料の状態を把握することは容易ではありませんが、
資料を後世へ残していくために、研修で学んだことを活かして
いきたいです。

東北地区 国立大学図書館
（H29年9-12月）

本学では近年、古典資料の組織的な保存計画を進行中です。今
回は担当部署の一員としての研修参加でした。延べ６週間のカ
リキュラムを３回に分けていただき、宿泊所なども遠方からの
参加には嬉しい環境でした。マンツーマンの実習方式で、一般
的な知識・技能はもちろん、各館の個別事情に応じた相談がで
きるのも心強かったです。
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派遣元図書館のコメント
実務研修後，講師として「革装本レッド
ロット対策勉強会」を実施しました。勉
強会は大変好評で，これまで数回にわた
り開催しています。実務研修で得られた
専門的知識を共有することで，本学が所
蔵する西洋古典資料の保存に役立てたい
と考えています。

自館の力だけでは持つことができないノウ
ハウの詰まった研修を、じっくり受けられ
るプログラムがとても魅力的で、スタッフ
の 成長をうながせる貴重な機会だと思い
ます。また、研修期間の相談にも応じてい
ただけるため、スタッフを出す側としては
大変助かりました。ありがとうございまし
た。

平成30年秋の新図書館オープンに向けた資料
移転の準備を進めており、中でも、劣化した
貴重書をどうやって無事に移転させるかが喫
緊の課題となっています。
研修生には、今回の研修の成果を早速活かし
て、対策の検討から実行までのマネジメント
をしてもらいたいと考えています。

当館における「貴重な所蔵資料の
利活用のための修復・保存事業」
を推進する、人材育成の一環とし
て、このたび参加させていただき
ました。 大変理想的で確実なカリ
キュラムにより、研修生本人と当
館にとって大変有意義な機会とな
りましたことに感謝申し上げます。

研修後、所蔵する西洋古典籍の劣化調査を計画立案して、
研修で考案したカルテによる劣化調査を実施する等、本
研修の成果を大いに活かし、また得られた知見を他の館
員へ継承し、本学の保存修理業務の中心的役割 として活
躍してもらっています。本研修は、着実に本学業務に活
かされています。

上司
の方

10



本事業にて気付いたこと

一橋大学社会科学古典資料センターの役割
 国内唯一の西洋古典資料に特化した工房を持つ図書館および研究機関

 西洋古典資料保存に関する講習会実施等その知識と技術の伝搬に

努めてきた。

しかし、図書館を取り巻く環境や図書館の機能の変化により
 このままでは資料保存について共に協力すべき図書館も

人材も周りに居なくなってしまうのではないか
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そこで、本事業の本学にとっての意義を改めて考えると
 全国の人材育成 ＝ 古典資料センターにとっての協働する仲間の育成

 全国的な人材育成は、実は本学にとっても、いや本学にこそ必要とされ
るものであった。

全国的にも、実務研修生の今後の活躍に期待
 各大学内で異動はあるものの、今後も本研修を受けた人材として

学内および各地域で活躍の場を作ってほしい。

保存は終わりの無い事業
 修復や劣化への手当てをしても新たな劣化が生じることもある。

 だからこそ、人材育成とその協力＝ネットワークが必要。
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における本事業の実践

重点領域３. 新しい人材：知の共有・創出の
ための＜人材＞の構築
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この事業でできたこと

• 目標2）大学図書館員の資質向上

–①既存の人材の高度化：

大学図書館は、現職の大学図書館員に対して、出
現しつつある新たな業務、例えば蔵書のキュレ―ショ

ン、ファシリテーションを担う人材となるための、あるい
はそのような新しい人材の業務を調整するための必
要な知識、スキルを習得できるような研修などを実施
し、学内の関係部署と連携して、知の共有、創出に貢
献する。

長期実務
研修の実施
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• 目標1）新たな人材の参画

–② 専門的知識を活かした蔵書構築：

大学図書館は、専門的知識を有する人材を活かし
て蔵書を評価し選別し、知の共有の実現に貢献する。

この事業でできたこと

マネジメント
人材の育成により
蔵書管理・蔵書構

築に貢献
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これから必要なこと、足りないこと

• 目標1）新たな人材の参画

–多様な人材・組織との協働

•美術館、博物館等

•大学学術資源を有する研究組織

–学内外の研究者との連携

•古典資料を研究対象とする研究者

•歴史研究者

•博物館学や保存科学の研究者

• etc
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これからやりたいこと・やるべきこと

• 目標2）大学図書館員の資質向上

–新しいキャリアパスの設計

• 研修成果を活用できる環境

–人的交流の拡大

• 図書館だけでなく、同じテーマを持つ人材の

ネットワーク形成
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出典： 「大学図書館機能の強化と革新に向けて-国立大学図書館協会ビジョン2020 解説 」
http://www.janul.jp/j/organization/minutes/research_meeting/janul-2020vision_commentary.pdf
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図書館

研究機関
研究者

文化施設
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ネットワーク形成

「西洋古典資料の保存に関する拠点およびネットワーク形成事業」の実務研

修終了後も、実務研修参加館とは引き続き連携・協力を継続していただくととも

に、西洋古典資料保存のための研修の成果や保存処置の事例等を発表・共有し情

報交換できる場として、「西洋古典資料保存のためのネットワーク（西洋古典ほ

ぞんネット）」を形成したいと考えております。 全国のご興味ご関心のある大

学・機関の図書館の皆様にはぜひともご参加・ご協力いただければ幸いです。
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